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（
盛
岡
農
業
２
年
）③
外
柳
剣
太

（
盛
岡
農
業
２
年
）▽
リ
レ
ー
①

盛
岡
農
業（
外
柳
剣
太
、舘
卓
仁
ほ

か
２
人
）

◆
女
子
▽
ク
ラ
シ
カ
ル

㌔
②
中

10

軽
米
奈
実（
盛
岡
南
１
年
）▽
フ

リ
ー

㌔

②
中
軽
米
奈
実
▽
リ

10

（
１
月

日
～

日
、安
比
高
原

１５

１８

ス
キ
ー
場
、田
山
ス
キ
ー
場
、田
山

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）

■
ア
ル
ペ
ン

◆
男
子
▽
ス
ラ
ロ
ー
ム
①
小
山
田

翔（
平
舘
３
年
）▽
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
②
木
村
優（
平
舘
２

年
）

◆
女
子
▽
ス
ラ
ロ
ー
ム
①
新
里
尚

子（
平
舘
３
年
）▽
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
①
新
里
尚
子

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

◆
男
子
▽
フ
リ
ー

㌔
②
舘
卓
仁

１５

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

①
小
林
陵
侑（
松
尾
１
年
）②
小
林

諭
果（
松
尾
３
年
）③
米
田
啓
夢

（
松
尾
２
年
）

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド

◆
男
子
①
小
林
陵
侑
②
米
田
啓
夢

③
八
幡
優
作（
田
山
２
年
）

■
学
校
対
抗

◆
男
子
①
松
尾
③
安
代

■
ア
ル
ペ
ン

◆
男
子
▽
ス
ラ
ロ
ー
ム
①
斉
藤
優

（
松
尾
３
年
）▽
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
②
山
本
拓
実（
西
根

２
年
）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

◆
男
子
▽
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㌔
①
川

野
創
平（
安
代
３
年
）▽
フ
リ
ー
５

㌔
①
川
野
創
平（
安
代
３
年
）▽
リ

レ
ー（
５
㌔
×
４
人
）②
安
代（
川

野
創
平
、立
花
晃
大
、種
市
雄
介
、

小
山
田
龍
）

◆
女
子
▽
フ
リ
ー
３
㌔
③
土
屋
正

恵（
安
代
１
年
）▽
リ
レ
ー（
３

㌔

×
３
人
）③
安
代（
土
屋
正
恵
、川

野
八
千
代
、平
船
黎
）

（
１
月
８
日
～

日
、田
山
ク
ロ

１０

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）

◆
小
学
校
女
子
▽
ク
ラ
シ
カ
ル
３

㌔

①
佐
藤
朱
莉（
田
山
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）▽
リ
レ
ー（
３

㌔

×
３

人
）②
田
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
小

林
美
沙
樹
、佐
藤
朱
莉
、佐
藤
優

有
）

（
１
月

日
～

日
、安
比
高
原

１５

１８

ス
キ
ー
場
、田
山
ス
キ
ー
場
、田
山

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）

ス
キ
ー
王
国
の
本
領
発
揮

ガ
リ
ウ
ム
カ
ッ
プ
田
山

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

市
勢
が
各
種
ス
キ
ー
大
会
で
大
活
躍

県中クロスカントリー個人で２冠の川野創平選手

県中スペシャルジャンプ、きょうだいで１位・２位を独占した

小林陵侑選手（弟：写真はコンバインド競技）㊧、諭果選手（姉）

県高校スペシャルジャン

プ、コンバインドの２種目で

優勝の小林潤志郎選手。１月

２７日にドイツ・ヒンターツァ

ルテンで行われた世界ジュニ

ア選手権、個人複合で優勝す

るなど、日本代表として国際

試合でも大活躍です。

県高校女子アルペンで２冠の新里尚子選手

県中男子スラロームで優勝した斉藤優選手
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◆
女
子
②
平
舘


ア
ル
ペ
ン

（
１
月
５
日
～
７
日
、安
比
高
原

ス
キ
ー
場
）

◆
男
子
▽
ス
ラ
ロ
ー
ム
②
小
山
田

翔
▽
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

③
小
山
田
翔

◆
女
子
▽
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム
①
渡
部
巴（
岩
手
大
学
）③

新
里
尚
子


ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

（
１
月

日
～

日
、田
山
ス

１５

１８

キ
ー
場
、田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

◆
男
子
▽
ク
ラ
シ
カ
ル

㌔
③
八

10

幡
竹
春（
岩
手
自
衛
隊
）▽
リ
レ
ー

①
岩
手
自
衛
隊（
八
幡
竹
春
、安
保

拓
実
ほ
か
２
人
）

◆
女
子
▽
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㌔
②
古

レ
ー
①
盛
岡
南（
中
軽
米
奈
実
ほ

か
２
人
）

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

◆
男
子
①
小
林
潤
志
郎（
盛
岡
中

央
３
年
）②
畑
中
啓
夢（
盛
岡
農
業

２
年
）

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド

◆
男
子
①
小
林
潤
志
郎
②
畑
中
啓

夢■
学
校
対
抗

◆
男
子
②
平
舘

県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
）③
安
保
時

雄（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｉ

５
㌔
②
斎
藤
正
雄（
安
代
ス
キ
ー

協
会
）▽
成
年
Ｊ
５
㌔
②
八
幡
兼

矢（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
リ
レ
ー

②
八
幡
平
市
Ａ（
高
橋
仁
、落
安
陵
、

岩
渕
貴
光
、疋
田
敏
幸
）

◆
女
子
▽
成
年
Ｂ
５
㌔
①
盛
内
麻

伊
子（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

◆
男
子
▽
成
年
Ａ
①
遠
藤
秀
治

（
清
光
社
）②
関
崇
将（
安
代
土
地

改
良
区
）③
伊
藤
翔
平
▽
成
年
Ｂ

①
永
井
陽
一
▽
国
体
少
年
組
選
手

選
考
会
①
畑
中
啓
夢

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド

◆
男
子
▽
成
年
Ａ
①
畠
山
長
太
②

畑
中
優
祐（
東
海
大
学
）▽
成
年
Ｂ

①
永
井
陽
一
▽
国
体
少
年
組
選
手

選
考
会
①
畑
中
啓
夢

■
市
町
村
対
抗（
市
の
部
）

▽
男
女
総
合
②
八
幡
平
市
▽
男
子

②
八
幡
平
市

ラ
ロ
ー
ム
③
渡
部
巴
▽
３
部
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
②
工
藤
詩

乃（
東
北
学
院
大
学
）▽
３
部
ス
ラ

ロ
ー
ム
③
工
藤
詩
乃

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド

◆
男
子
▽
１
部
グ
ン
ダ
ー
セ
ン
①

畠
山
長
太（
早
稲
田
大
学
）▽
１
部

マ
ス
ス
タ
ー
ト
③
畠
山
長
太

（
１
月

日
～

日
、安
比
高
原

２２

２５

ス
キ
ー
場
、田
山
ス
キ
ー
場
、田
山

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）

■
ア
ル
ペ
ン

◇
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
男
子
▽
成
年
Ａ
③
小
船
勝
巳

（
東
海
大
学
）▽
成
年
C
②
竹
鼻

建（
安
比
高
原
Ｓ
Ｃ
）

◆
女
子
▽
成
年
A
③
渡
部
巴
▽
国

体
少
年
組
選
手
選
考
会
②
新
里
尚

子■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

◇
ク
ラ
シ
カ
ル

◆
男
子
▽
成
年
A

㌔
①
八
幡
竹
春

10②
安
保
拓
実（
岩

手
自
衛
隊
）③
落

安
陵（
東
海
大
学
）

▽
成
年
Ｅ
５
㌔
③

高
村
正（
峡
雲
荘
）

▽
成
年
Ｆ
５
㌔
③

青
木
進（
日
通
警

送
）▽
成
年
Ｇ
５

㌔

②
畠
山
庄
五
郎

川
優
里（
盛
岡
女
子
２
年
）③
中
軽

米
奈
実
▽
フ
リ
ー

㌔
①
古
川
優

１０

里
③
中
軽
米
奈
実
▽
リ
レ
ー
①
盛

岡
南（
中
軽
米
奈
実
ほ
か
２
人
）

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

◆
男
子
①
小
林
潤
志
郎
②
伊
藤
翔

平（
日
本
大
学
）③
永
井
陽
一（
八

幡
平
市
ス
キ
ー
連
盟
）

◆
女
子
①
小
林
諭
果

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド

◆
男
子
①
小
林
潤
志
郎
②
永
井
陽

一
③
畑
中
啓
夢

（
１
月

日
～

日
、長
野
県
）

１１

１７

■
ア
ル
ペ
ン

◇
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
男
子
▽
４
部
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム
①
近
江
谷
一
樹（
秋
田

大
学
）▽
４
部
ス
ラ
ロ
ー
ム
①
近

江
谷
一
樹

◆
女
子
▽
２
部
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会

県内大会で好調さを見せる小山田翔選手

県選手権女子ジャイアント

スラローム優勝の渡部巴選手

凱旋（がいせん）ジャンプの

伊藤翔平選手と遠藤秀治選手

畠山長太選手は、県民体コンバインド

成年男子Ａで圧倒的な力を見せ、優勝

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会



１
に
掲
げ
た
と
お
り
、瀬
川
愛
子
会
長
、遠

藤
良
三
副
会
長
と
公
募
３
人
を
含
む
委
員

人
。こ
の
う
ち
、新
任
は
７
人
で
す
。

１３
松
尾
地
区
地
域
審
議
会
は
、表
２
の
と
お

り
、松
尾
幸
雄
会
長
、道
尻
和
彦
副
会
長
と

公
募
１
人
を
含
む
委
員

人
。こ
の
う
ち
、

１３

８
人
が
今
回
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
委
員
で

す
。安

代
地
区
地
域
審
議
会
は
、表
３
の
と
お

り
で
す
。中
川
原
繁
会
長
、畠
山
正
徳
副
会

合
併
前
の
旧
町
村
を
単
位
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
地
域
審
議
会
の
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、表
１
～
３
の
と
お
り
変
わ
り
ま

し
た
。任
期
は
い
ず
れ
も

年
の

月
か
ら

２１

１２

年
の

月
ま
で
で
す
。

２３

１２

地
域
審
議
会
は
、各
地
区
と
も
に
委
員
１５

人
で
構
成
。西
根
地
区
地
域
審
議
会
は
、表
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備考役職氏 名職 名選出区分

再任佐々木正義（平舘）八幡平市農業委員会会長

公共的団体
役職員

新任伊藤政行（平笠）
八幡平市教育委員会教育
委員長職務代理者

再任高橋多美雄（平笠）新岩手農業協同組合理事

再任田村俊郎（西根寺田）八幡平市商工会理事

再任高橋時夫（田頭）八幡平市観光協会副会長

再任副会長遠藤良三（西根寺田）八幡平市企業懇談会会長

新任田村明雄（大更）
八幡平市社会福祉協議会
評議員

再任遠藤ヒサ（田頭）
八幡平市西根地区婦人会
連絡協議会副会長

新任遠藤美津枝（平舘）
ＪＡ新いわて女性部西根
中央支部長

再任菊田健生（大更）
八幡平市ＰＴＡ連絡協議
会理事

再任会長瀬川愛子（大更）
学識経験者

新任千葉孝志（大更）

新任沢口進（平笠）

公募委員 新任最上雄吾（平舘）

新任野中邦仁（大更）

●表１ 西根地区地域審議会委員

市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民のののののののののの声声声声声声声声声声をををををををををを市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政にににににににににに活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかすすすすすすすすすす地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議市民の声を市政に活かす地域審議会会会会会会会会会会会
３
地
区
の
地
域
審
議
会
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

の
地
域
に
関
わ
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
審

議
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。今
後
は
、各
地
域
振
興
協
議
会
と
の

交
流
な
ど
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

う
か
が
い
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

地
域
審
議
会
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、市
企

画
総
務
部
地
域
振
興
課（


－

２
１
１

７６

１
・
内
線
１
１
２
３
）
、ま
た
は
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
ま
で
。

基
づ
い
て
、３
地
区
に
地
域
審
議
会
を
設
置
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
、

き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
、各
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
の
展
開

に
対
す
る
意
見
な
ど
を
う
か
が
い
ま
す
。

地
域
審
議
会
は
、市
の
機
関
の
一
つ
と
し

て
、新
市
建
設
計
画
の
変
更
や
、そ
れ
ぞ
れ

た
め
、合
併
後
の
市
町
村
長
の
諮
問
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
関
と

し
て
、地
域
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

八
幡
平
市
の
合
併
に
向
け
た
協
議
に
お

い
て「
地
域
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、合

併
以
前
の
３
町
村
の
区
域
ご
と
に
地
域
審

議
会
を
設
置
す
る
」こ
と
を
定
め
、３
町
村

の
議
会
に
お
い
て
議
決
し
ま
し
た
。こ
れ
に

長
と
公
募
委
員
２
人
を
含
む
委
員

人
で
、

１３

７
人
の
新
人
委
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
よ
り
面
積
が
広
く
な
り

「
住
民
と
行
政
の
距
離
が
遠
く
な
る
」「
地

域
の
意
見
が
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ
に
く

く
な
る
」
と
い
っ
た
心
配
・
懸
念
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。そ
う
し
た
心
配
に
応
え
る
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備考役職氏 名職 名選出区分

新任高橋金悦（野駄）八幡平市農業委員会委員

公共的団体
役職員

再任高橋勝博（松尾寄木）
八幡平市教育振興運動推
進協議会常任委員

再任立柳秀範（野駄）新岩手農業協同組合理事

新任古川勝雄（松尾）八幡平市商工会理事

新任会長松尾幸雄（松尾）
八幡平市社会福祉協議会
理事

再任勝又弘子（松尾寄木）八幡平市観光協会監事

再任伊藤政子（松尾寄木）
八幡平市芸術文化協会理
事（事務局長）

再任高橋キヌ子（松尾）
ＪＡ新いわて女性部松尾
中央支部副部長

新任田村キノエ（松尾）
八幡平市婦人会連絡協議
会監事

再任吉田香（松尾寄木）
八幡平市ＰＴＡ連絡協議
会理事

新任長坂祐一（松尾）

学識経験者
新任伊藤盛（松尾寄木）

再任副会長道尻和彦（柏台）

新任高橋光広（野駄）

新任附田政登（松尾寄木）公募委員

備考役職氏 名職 名選出区分

再任副会長畠山正徳（打田内）新岩手農業協同組合理事

公共的団体
役職員

新任畠山耕輝（打田内）浄安森林組合理事

再任橋本雅彦（荒屋新町）八幡平市商工会副会長

再任三浦侃（下モ川原）
八幡平市社会福祉協議会
評議員

再任佐藤ひとみ（中佐井）
安代未来を拓く女性会議
事務局

新任大森やえ（叺田）
安代未来を拓く女性会議
副議長

新任宮野千栄（荒屋新町）安代未来を拓く女性会議

再任工藤佳輝（谷地中）
八幡平市農業青年クラブ
理事

新任馬場リチ子（清水）
八幡平市教育振興運動推
進協議会副会長

再任立花徳彦（細野）

学識経験者
新任小山田洋子（上の山）

新任関本研子（沖ノ平）

再任会長中川原繁（荒屋新町）

新任斎藤守男（扇畑）
公募委員

再任八幡勢子（大面平）

●表３ 安代地区地域審議会委員

●表２ 松尾地区地域審議会委員

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
声
を

市
政
に
反
映
す
る
地
域
審
議
会

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
反
映
し
て

よ
り
良
い
市
政
に
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２月２０日・21日
さくら公園イベント広場

冬
の
八
幡
平
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
2
0

1
0
八
幡
平
ゆ
き
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

今
回
か
ら
、
さ
く
ら
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場

に
主
会
場
を
変
更
。恒
例
と
な
っ
た
雪
上
運

動
会
や
七
滝
観
賞
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
や
打
ち
上
げ
花
火
。子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
の「
ト
ミ
カ
ヒ
ー
ロ
ー

レ
ス

キ
ュ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
」「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル

改
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
お
楽
し
み
を
用
意
し
て
、皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
し

く
は
、八
幡
平
市
観
光
協
会（


－

３
５
０

７８

０
）ま
で
。

冬の八幡平を家族みんなで楽しもう

ふれあい雪上ドッグランド(問い合

わせ先：ドッグファームSHINYA

019-654-3326)、雪像コンテスト(参

加料２千円)、七滝観賞雪上トレッキン

グ(参加料２千円)、雪上運動会(参加料

１種目１千円)、豚汁無料振る舞い(20

日・午後３時～、21日・午前11時半～、

各限定200食)、スノーランド(雪の滑

り台、アニメ雪像、スノーモビル･バナ

ナボートなど、数量限定無料貸しソリ)、

屋台コーナー

八幡平エリア樹氷ツアー(参

加料５千円)、「トミカヒー

ロー レスキューファイアー」

ショー(午後２時～、４時～）、

花火(午後６時半～、八幡平

リゾートパノラマスキー場)

「ドラゴンボール改」ショー(午前１０時半～、

午後２時半～）、大抽選会(午後３時～、抽選券

は午後０時半から配布)

両両日開催のイベン両日開催のイベントト

２月２０２月２０日日のイベント・正午～午後５のイベント・正午～午後５時時

２月２１２月２１日日のイベントのイベント・・午前１０時～午後４午前１０時～午後４時時

はちまんたい広報15

盛岡北部行政事務組合 平成20年度介護保険特別会計決算

歳出46億713万円を認定
介護が必要なお年寄りなどを社会全体で支える介

護保険制度は、盛岡北部行政事務組合が３市町（八幡

平市、巻町、岩手町）共同で運営しています。同組合

の議会が10月19日に開催され、20年度の介護保険特

別会計の決算が認定されました。

20年度の歳入は46億7,539万円でした。歳入のトッ

プは支払基金交付金の13億1,730万円で、全体の28.2

㌫を占めています。65歳以上の人が納めた保険料は７

億4,617万円（15.9㌫）となりました。歳入の内訳は、グ

ラフ１をご覧ください。

歳出の総額は46億713万円でした。このうち、居宅

介護サービス費（30.4㌫）、施設介護サービス費（49.7

㌫）、介護予防サービス費（4.3㌫）、高額介護サービ

ス費（1.3㌫）、特定入所者介護サービス費（4.7㌫）、審

査支払手数料（0.1㌫）を合わせた「保険給付費」が全体

の91.0㌫を占め、41億9,455万円となりました。歳出

の内訳は、グラフ２のとおりです。

また、盛岡北部行政事務組合管内の要介護・支援認

定者数など、介護保険事業の概要は表１のとおりです。

介護の相談などは、市福祉部長寿社会課（76-

2111、内線1184～1186）または盛岡北部行政事務組

合（74-2716）まで。

※高齢者は65歳以上を表します

サービス費用

（給付費）

サービス利用者数要介護・支援認定者数

高齢者数市町名
合計

施設

介護

地域

密着

居宅

介護
合計

要介護

５

要介護

４

要介護

３

要介護

２

要介護

１

要支援

２

要支援

１

23億4201万円12714293380916042621942623502211761399255八幡平市

６億6739万円41411622965486480731099179522855 巻 町

11億8514万円6722094242181212412112817013883484866岩 手 町

41億9455万円2357754771526296445039546362945033823916976組合合計

■表１ 平成20年度介護保険事業の概要（21年３月末現在） （単位：人）

■グラフ２ 歳出の内訳■グラフ１ 歳入の内訳

歳出総額

46億713万円

歳入総額

46億7,539万円

保険料

7億4,617万円

15.9％

分担金および

負担金

6億6,719万円

14.3％

使用料および

手数料

10万円0.0％

国庫支出金

11億2,987万円

24.2％

支払基金交付金

13億1,730万円

28.2％

県支出金

6億7,386万円

14.4％

その他

357万円 0.1％
繰越金

1億3,733万円

2.9％

居宅介護

サービス費

14億154万円

30.4％

施設介護

サービス費

22億9,153万円

49.7％

総務費

1億3,004万円2.8％

諸支出金

5,409万円1.2％

介護予防サービス費

1億9,911万円4.3％

高額介護サービス費

8,068万円1.8％

特定入所者介護サービス費

2億1,620万円4.7％

審査支払手数料

549万円0.1％

地域支援事業費

1億3,542万円2.9％財政安定化基金拠出金

434万円0.1％ 公債費8,869万円1.9％
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▼
玄
関
先
の
除
雪
は
各
家
庭
で

除
雪
作
業
は
、大
型
の
機
械
で

行
っ
て
い
る
た
め
、玄
関
先
な
ど

に
雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
雪
は
各
家
庭
で
の
除
雪

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
へ
雪
を
出
さ
な
い
で

道
路
へ
雪
を
出
す
と
、路
面
が

凍
結
し
て
非
常
に
危
険
で
す
。事

故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

屋
根
か
ら
市
道
な
ど
へ
の
落
雪
は
、

通
行
車
両
や
通
行
人
に
被
害
を
及

ぼ
す
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。建
物
所
有
者
は
、雪
止

め
を
設
置
す
る
な
ど
安
全
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
ご
注
意
を

除
雪
作
業
は
安
全
第
一
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、作
業
中
の
除
雪
車

に
近
付
く
こ
と
は
危
険
で
す
。作

業
の
際
に
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を

越
え
て
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、市
建
設
部
建
設
課

（


－

２
１
１
１
、内
線
2
5

７４

1
2
～
2
5
1
5
）ま
で
。

①
柏
台
二
丁
目
緑
地
公
園

②
市
道
前
森
線
敷
地
の
赤
川
橋
付

近■
利
用
時
間

午
前
８
時
半
か
ら

午
後
５
時
ま
で

■
利
用
方
法

市
内
に
住
宅
を
持

つ
人
で
、雪
の
捨
て
場
に
困
っ
て

い
る
人
で
あ
れ
ば
、誰
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

市
は
、自
宅
周
辺
を
除
雪
し
た

雪
の
処
理
で
困
っ
て
い
る
人
の
た

め
、西
根
地
区
と
松
尾
地
区
に
そ

れ
ぞ
れ
市
指
定
の
雪
捨
て
場
を
次

の
と
お
り
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
雪
捨
て
場
の
場
所

旧
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
跡
地（
平
舘
地
区
大

久
保
）

■
利
用
期
間

３
月

日

ま

31

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で■
搬
入
車
両

積
載
量
５
㌧
未
満

の
車
両
で
、チ
ェ
ー
ン
な
ど
滑
り

止
め
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
捨
て
場
の
場
所

市
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し
て
い
ま
す

平舘
高校

平舘
公民館

( 旧学校給食センター )

雪捨て場

国
道
282
号

至
市
役
所

至
平
舘
保
育
園

【
西
根
地
区
】

【
松
尾
地
区
】

除
雪
に
ご
協
力
を

除
雪
し
た
雪
の
処
分
に

入会申請先連絡先事業実施施設名称クラブ名称

杉の子保育園76-3345（杉の子保育園）杉の子ホーム杉の子ホーム１

市福祉部児童福祉課
（76-2111、内線
1177、1172）
または各実施施設

090-7527-8647
大更学童保育クラブ

大更学童保育クラブ２

080-6025-8705大更第二学童保育クラブ３

090-7561-8890東大更小学校東大更学童保育クラブ４

080-6024-8705渋川小学校渋川学童保育クラブ５

090-6255-6867舘腰公民館田頭学童保育クラブ６

080-7527-8706平笠小学校平笠学童保育クラブ７

080-5567-4011平舘小学校平舘学童保育クラブ８

77-1133ＪＡ寺田（営農センター）寺田学童保育クラブ９

72-2644あしろ学童クラブあしろ学童クラブ10

080-5575-0383田山小学校田山学童クラブ11

各実施施設

74-4071松野児童館松野児童育成クラブ12

76-2171寄木児童館寄木児童育成クラブ13

78-3153柏台児童館柏台児童育成クラブ14

放課後児童クラブへの入会申請を受付開始
放課後児童クラブへの入会は、入会申請先に直接

申し込みください。受付期間は、杉の子ホームを除

き３月５日までです。杉の子ホームでは随時受け

付けをしています。

詳しくは、市福祉部児童福祉課（76-2111、内線

1177、1172）まで

はちまんたい広報17

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
、大
更
小
学
校（
三
上
聡
校
長
、

児
童
４
０
３
人
）の
伊
藤
耕
多
君

（
２
年
）が
銀
賞
に
、田
村
花
の
ん

さ
ん（
２
年
）
、沢
口
奈
那
さ
ん

（
２
年
）が
銅
賞
に
そ
れ
ぞ
れ
入

選
し
ま
し
た
。

入
選
し
た
沢
口
さ
ん
は「
賞
を

も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
驚
い
た
。
お
父
さ

ん
に
す
ご
い
ぞ
っ
て
言
っ
て
も
ら

え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
喜

び
の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

３
人
の
作
品
は
、
ほ
か
の
入
選

者
の
作
品
と
共
に
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
さ
れ
、県
内
の
歯
科
診
療
所

や
盛
岡
教
育
事
務
所
管
内
の
学
校

施
設
な
ど
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー（
左
の
写
真
。掲
載
さ

れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
は
、伊
藤
耕

多
君
の
作
品
）の
在
庫
が

部
ほ

１０

ど
市
役
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、希

望
す
る
人
は
、市
企
画
総
務
部
総

務
課
広
報
統
計
係（


－

２
１

７６

１
１
、内
線
１
２
１
８
）ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入選した田村花のんさん㊧、伊藤耕多君㊥、沢口奈那さんの３人

メタボリックシンドローム予防

ポスターコンクール

大更小学校の児童が
銀賞・銅賞に入選する

花巻市青少年郷土芸能フェスティバル

わらしぇんど

ＫＡＧＵＲＡフェスティバル

浅
沢
子
供
神
楽
会（
北
口
明
会

長
）は

年

月

日
、花
巻
市
民

２１

１２

２０

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
花
巻
市

青
少
年
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
９「
わ
ら
し
ぇ
ん
ど
・
Ｋ

Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
県
北
を
代
表
し
て
招
待
さ
れ
、

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

浅
沢
神
楽
の
演
目
の
一
つ
「
虎
の

口
」を
披
露
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
石
田
航
大
君（
安
代

小
６
年
）は「
初
め
て
の
大
舞
台
で

緊
張
し
た
け
ど
、今
ま
で
の
練
習

の
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
良
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
も

浅
沢
神
楽
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
感
想
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

浅沢子供神楽会が
伝統の神楽を披露する

浅沢子供神楽会の

会員の中から選抜され

た、小学４年生から６年

生までの９人が伝統の

浅沢神楽を披露しまし

た。

市
に
本
拠
を
置
く
サ
ッ
カ
ー
の

社
会
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、ア
ン
ソ

メ
ッ
ト
岩
手
八
幡
平（
代
表
・
高
橋

義
利
い
こ
い
の
村
岩
手
社
長
）は

年

月

日
、所
属
選
手
の
強

２１

１２

２５

化
を
目
的
に
東
北
社
会
人
リ
ー
グ

１
部
の
Ｆ
Ｃ
秋
田
カ
ン
ビ
ア
ー
レ

（
堀
井
郁
夫
代
表
）
と
業
務
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
の
内
容
は
、ア
ン
ソ
メ
ッ

ト
岩
手
八
幡
平
の
所
属
選
手
を
Ｆ

Ｃ
秋
田
カ
ン
ビ
ア
ー
レ
に
登
録
し
、

東
北
社
会
人
リ
ー
グ
で
の
試
合
を

経
験
さ
せ
、
さ
ら
な
る
チ
ー
ム
力

の
向
上
を
狙
う
こ
と
な
ど
で
す
。

高
橋
代
表
は「
連
携
す
る
こ
と
は
、

両
チ
ー
ム
に
と
っ
て
必
ず
プ
ラ
ス

に
な
る
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

握手を交わす高橋代表㊨と堀井代表

チ
ー
ム
の
強
化
に
向
け

協

定

を

締

結

す

る


